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2018 年 6月 7日 
 

キャナルグローブ 

インドネシアにて流通小売ビジネスプラットフォーム事業を開始 
  

 

日本ユニシスグループのキャナルグローブは、 Indivara（インディバラ）グループの展開する

eコマース事業と連携し、インドネシアにおいて流通小売ビジネスプラットフォーム事業を共

同で開始します。本事業は、約 250万店舗ある IT化が進んでいないインドネシアの小規模小

売店（いわゆるパパママショップ）に対して、Indivara グループの e コマース「Mentimun

（メンティムン）」やスマートフォン用 POS アプリケーションと、日本ユニシスの ERP ソリ

ューション「Hybrish®（ハイブリッシュ）」の卸売り機能を組み合わせた流通小売ビジネスプ

ラットフォームを提供し、流通の効率化を実現します。 

 

 

【背景】 

インドネシアでは昨今の経済成長に伴い、都市部ではショッピングモールなどの近代的な小売店

が拡大する一方で、1 万以上の島々を含めた地方では物品を購入できる場所が限られており、

伝統的なパパママショップは日常生活に欠かせない存在です。現在、約 250 万店舗あるパパマ

マショップは、小売店舗の 8 割を占めているといわれています。 

近年、中間所得層の購買力が高まりつつあり、加えてインドネシア国内のスマートフォン普及率

は 60％（注）まで成長していることから、e コマース市場の成長が期待されています。しかしなが

ら、銀行口座やクレジットカードの保有率は非常に低く、現地状況に即した決済手段が必要とな

ることが大きな課題です。また日系を含む外資系メーカーにとっては、パパママショップへのア

プローチも難しく参入障壁が高いのが現状です。 
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【Indivara グループの実績】 

Indivara グループでは、2017 年 3 月からパパママショップに対し、e コマース「Mentimun」

とスマートフォン用 POS アプリケーションの導入を開始しており、すでに 2018 年 3 月末時点

で2,400店舗にて試行開始しており、2020年をめどに20万店舗への拡大を目指しております。 

  

【今回の事業概要】 

Indivara グループの e コマース「Mentimun」は、現地状況に即した決済手段として ATM での

振込みや電子マネー「Mentimun Pay（メンティムン ペイ）」に加え、提携金融機関による無担

保小額ローン機能を利用した分割払いや COD（Cash on Delivery：代引き）など、多彩な機能

を有しています。今回、この「Mentimun」とスマートフォン用 POS アプリケーションに、日本

ユニシスの ERP ソリューション「Hybrish」の卸売り機能を組み合わせた流通小売ビジネスプラ

ットフォームを展開します。 

本プラットフォームを導入することにより、パパママショップは仕入れから在庫管理、販売まで

を一元管理することが可能となります。また「Mentimun Pay」のチャージ代行や、COD のエー

ジェント機能を果たすことができるため、地域の利便性向上につながります。 

また、本プラットフォームを経由して注文を集約してサプライヤに発注するため、流通の効率化

が期待できます。日系を含む外資系メーカーなどのサプライヤは、消費者に対する直販が可能に

なるとともに、店頭陳列品としての販路拡大や、顧客へオーダー販売の機会を獲得することがで

き、複数の小売店からのオーダーを取りまとめた大きな数量での注文を受け取ることが可能とな

ります。 

 

■流通小売ビジネスプラットフォーム概要図 

 

【今後の展開】 

今後もキャナルグローブは、Indivara グループとともに、さらなる経済成長が見込まれる東南ア

ジアにおいて、社会のニーズに即したプラットフォーム事業を推進し、国境、業界、業種を越え

て様々な企業が連携するビジネスエコシステムの中核を担い、新たなビジネスをつなぐ運河（キ

ャナル）の役割を果たすことにより、地域社会の発展に貢献していきます。 

 

以上 

 

 

 

支払い 

Gateway  

配送業者  

サプライヤ  

(ローカル、日系含む外資系)  

提携金融機関  

ショッピングモール  

(都市部)  

伝統的小売店  

（パパママショップ） 

エージェント*  

消費者  

Mentimun  
Hybrish  

*エージェントとは 

顧客営業・サポート、COD、電子マネーチャージなどを行います。 

パパママショップもその機能を担います。 
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■注：インドネシア国内のスマートフォンの普及率が60％ 

アウンコンサルティング株式会社が発表した、2018年3月時点での調査結果に基づいています。 

https://www.auncon.co.jp/corporate/2018/0323.html 

 

■Indivaraグループ： 

PT. INDIVARA SEJAHTERA SUKSES MAKMUR （インディバラ・セジャテラ・スクセス・マ

クムール）グループ 

本社：インドネシア ジャカルタ 

社長：Jusuf Sjariffudin 

 

※ CANALGLOBE＼キャナルグローブは、キャナルグローブ株式会社の登録商標です。 

※ Hybrish は、日本ユニシス株式会社の登録商標です。 

※ その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

※関連 URL： 

・Mentimun（インドネシア語のみ） http://www.mentimun.co.id 

・Hybrish https://www.unisys.co.jp/solution/biz/erp/hybrish/ 

・PT. INDIVARA SEJAHTERA SUKSES MAKMUR http://www.indivaragroup.com/ 

 

※掲載のニュースリリース情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合が 

ありますので、あらかじめご了承ください。 


